
　■【落書き】ユナパブ　延々即堕ち

　パラサイトたちとの戦いも終わり、世には一時の平和が訪れた！
　しかし新たな脅威はすぐ迫っていた！
　異世界の魔物・淫魔士<インキュバス>……彼らはあどけない少年のような見た目とは裏腹に、
　謎の力・淫気を使い女性を強制的に発情させ、辱めていた！
　女性の前にしか現れない彼らを倒すため、若き女性聖闘士である鷲座（アクィラ）のユナ、
　彼女の師である孔雀座（ピーコック）のパブリーンが淫魔士に戦いを挑む！

「ユナ、本当によろしくて？」

　金髪の麗人パブリーンが、気品ある物腰でユナに聞く。
　淫魔士との戦いは、一歩間違えれば女性として辱められる。
　要はレイプの被害に遭うわけだ。
　一端の戦士とはいえ、ユナはまだ若い。
　危険は避けるに越したことはない、と案じるパブリーンに、ユナは普段と変わらない表情で返す。

「ええ、問題ないわ。何かされる前に倒せばいいだけのことだもの。パブリーンこそ大丈夫なの？」

　パブリーンに似た長い金髪、強気な視線のユナ。
　彼女は先の戦いで飛躍的に実力をつけており、淫魔士を圧倒的するだけの戦力を身に着けたという自負があった。
　ゆえに、何かされる前に倒せばそれでいい、と既に結論付けている。
　逆に妙齢の女性であるパブリーンを気遣うが、やはり心配は無用であった。

「貴女と違ってわたくしは経験豊富ですもの。何かあった時も、わたくしならば問題なく対応できるわ」

　滲み出る気高さとは裏腹に、年齢相応の性経験も積んでいるパブリーン。
　現在では単純な戦闘力こそユナに劣る彼女だが、むしろ淫魔士との戦いでは彼女こそ理想のステータスを持っている。
　もちろん、その能力が発揮される前に倒すのがベストではあるが。

「じゃ、行くわ……星の記憶では、すぐ近くに淫魔士がいるはずよ」
「ええ……参りましょう」

　ユナの星詠みの力で淫魔士の出現場所を予測し、二人で向かう。
　淫気対策のためにと念入りに仮面をつけ、
　今、女師弟聖闘士の戦いが始まる――！！

◆
「あなたがウワサの淫魔士ね?!」
「わたくしたち聖闘士が、女神に代わり」
　ずぼぉぉっ!!
「あぁぁぁぁぁぁっ!!♥♥」
「んおぉおぉおぉおぉッッ!!♥♥」



■仮面ポロリ
「くっ、仮面が……！　素顔を見られたからには仕方ないわね……」
「女聖闘士が顔を見られたら、相手を愛するか、殺すか……覚悟なさい!!」
　――――…………
　――ぱんっ!!　ぱぁんっ!!
「「 ぉ ッ !! ♥♥　ぉ ッ !! ♥♥ 」」
「ぉっ……♥♥　お、掟は必ず守……ちっちがうっ♥♥　誰もショタおちんちんを愛してなんかぁっ♥♥」
「見てなさいッ♥♥　今にこんなおちんぽ様なんて、殺っ!!♥♥　おぉおぉおぉおぉッ!!!♥♥」


　ｖｓ童貞淫魔士編
■
「あなたね、人騒がせな童貞淫魔というのは?!」
「童貞の分際で、悪足掻きはおよしなさい！」
　ずぱぁんっ♥♥
「ダメ!!♥♥　童貞ちんぽぉん!!♥♥」
「おちんぽ様ぁあぁあぁあぁ!!♥♥　童貞おちんぽ様イグぅぉおぉおぉおぉおぉ!!♥♥」
■ｖｓ童貞　リベンジ
「淫魔のクセに童貞だなんて、ね……クスッ」
「ふふっ♪　これならユナだけで充分……わたくしの出る幕は無さそうね……♪」
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